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「電気通信事業法施行規則及び電気通信事業報告規則の一部を改正する省令案等」に対する意見提出者 

（意見募集期間：平成 27年 11月 25日～同年 12月 24日） 

 
（受付順、敬称略） 

提出意見数：６件 

受付 意見受付日 意見提出者 

１ 平成 27年 12月６日 個人Ａ 

２ 平成 27年 12月６日 個人Ｂ 

３ 平成 27年 12月 23日 個人Ｃ 

４ 平成 27年 12月 24日 ソフトバンク株式会社 

５ 平成 27年 12月 24日 東日本電信電話株式会社 

６ 平成 27年 12月 24日 ＫＤＤＩ株式会社 

 

  

別紙２ 
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「電気通信事業法施行規則及び電気通信事業報告規則の一部を改正する省令案等」 
に対して提出された意見及び総務省の考え方 

 
１ 総論 

意  見 総務省の考え方 
提出意見を踏まえ

た案の修正の有無 

【意見１－１】 

本改正案のうち、電気通信事業報告規則の報告項目の一部廃止又は報告頻度の

減少について賛同。 

【考え方１－１】  

・ 電気通信事業報告規則様式第 6、様式第 11及び様式第 12 

既存の報告項目の一部廃止または報告頻度の減少を旨とする改正であり、改正案に賛同し

ます。 

【ソフトバンク株式会社】 

・ 電気通信事業法施行規則及び電気通信事業

報告規則の一部を改正する省令案等（以下「本

改正案」といいます。）に賛同の御意見として

承ります。 

無 

（賛同意見のため） 

【意見１－２】 

事業者における業務負担等を踏まえ、引き続き電気通信事業報告項目の一部廃

止を検討してほしい。 

【考え方１－２】  

・ 電気通信事業報告規則その他 

規則で求められる報告項目においては市場評価や政策立案に活用されているか不明なも

のも少なくありません。事業者において、報告規則に係る業務負荷が相応に生じていること

もご勘案の上、報告規則に基づく報告内容は電気通信事業法第 166条において定められてい

る「法律の施行に必要な限度」とすることを徹底頂き、今後のサービス提供状況等も踏まえ、

引き続き報告項目の一部廃止を検討して頂きたいと考えます。 

なお、弊社における要望事項を以下に記載します。 

様式第 3第 2表

及び様式第 15

の 2 

MVNO事業者名の報告における契約数3万以上／3万未満の区分は、

MVNOの立場において集計が必要なものであり、MNO から報告する必

要性がないと考えるため、当該区分の廃止を要望します。 

様式第 7 移動通信向けのインターネット接続サービスの規模は、様式第 3

第 1 表の契約数をもって概ね把握可能と考え、本様式における移動

通信向けの欄の廃止を要望します。 

様式第 9 DSL アクセスサービスは契約数が減少の一途であり、サービス内

容の詳細を把握する必要性は低下しているものと考え、本様式にお

ける速度別の欄の廃止を要望します。 

様式第 11 携帯・PHS アクセスサービス契約数の規模は、様式第 3 第 1 表の

契約数をもって概ね把握可能と考え、本様式の廃止を要望します。 

・ 電気通信事業報告規則に基づく報告事項に

ついては、電気通信事業の公正な競争の促進、

電気通信役務の円滑な提供の確保、電気通信

の健全な発達等が図られているか分析・検証

を行うため、現時点においては要望事項とし

て挙げられた報告事項は必要であると考えま

す。 

 

・ また、本改正案においては、報告の必要性

等に鑑み、報告事項の精査及び報告頻度の見

直しを行っているところです。今後とも変化

の激しい電気通信市場の動向等を十分注視

し、電気通信事業法を適切に施行する上で必

要性が低いと判断できる項目については、所

要の見直しを行ってまいります。 

無 
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【ソフトバンク株式会社】 

様式第 17 国内専用線は契約数が減少の一途であり、サービス内容の詳細を

把握する必要性は低下しているものと考え、本様式における都道府

県間及び MA 間の欄の廃止を要望します。 

【意見２】 

本改正案について賛成。 

【考え方２】  

本改正に賛成である。 

適切な改正と思われた。 

【個人Ｃ】 

・ 本改正案に賛同の御意見として承ります。 無 

（賛同意見のため） 

 

２ 電気通信事業報告規則様式第８（FTTHアクセスサービス）関係 

【意見３】 

FTTHアクセスサービスの提供状況に関して、「卸役務」提供ベースの契約数も加

味して利用者の視点に重点を置いた分析・評価を行うべき。 

【考え方３】  

当社が平成 27年 2月より開始した「光コラボレーションモデル」（サービス卸）のサービ

ス提供事業者の数は平成 27年 11 月時点で 182社にまで拡大しており、その卸契約数は 200

万契約を超えています。また、従来から電気通信事業を営んできたＩＳＰ事業者、携帯電話

事業者及びＣＡＴＶ事業者はもとより、これまでは電気通信事業を営んでいなかった教育分

野、医療分野、エネルギー分野といった異業種のサービス提供事業者が参入することにより、

当社のフレッツ光のみでは提供できなかった、ＦＴＴＨサービスを活用した新たな融合サー

ビスが登場し始めています。 

 

今般の「電気通信事業報告規則の一部改正案」では、光信号伝送用の端末系伝送路設備を

「自己設置」または「接続」してＦＴＴＨアクセスサービスを提供する電気通信事業者だけ

でなく、卸電気通信役務の提供を受けて３万契約以上のＦＴＴＨアクセスサービスを提供す

る卸先事業者および再卸先事業者についても、契約数等の報告が必要とされています。 

本改正省令が施行された際には、当社を含む電気通信事業者からの報告により、ＦＴＴＨ

アクセスサービスの提供状況に関して、これまでよりも市場の実態をより的確に捉えた情報

が収集されうるものと考えます。今後、それらの情報を基にして貴省が実施される情報通信

市場の分析・評価にあたっては、電気通信事業者間でどのような取引を行っているかという

観点よりも、むしろ、最終利用者が具体的にどの提供事業者のどのようなサービスを選択し

ているのかといった、利用者の視点に重点をおいた分析・評価を行っていただきたいと考え

ます。 

具体的には、例えば、ＦＴＴＨアクセスサービスの事業者別契約数シェアを把握・分析す

る際には、これまでの「自己設置」または「接続」提供ベースの契約数だけでなく、「卸役

・ 情報通信審議会答申「加入光ファイバに係

る接続制度の在り方について」（平成27年９月

14日）において示されたとおり、FTTH市場に

おける競争を促進する観点から、「自己設置」

「接続」「卸役務」の３形態の中から電気通信

事業者が自らの資金力や事業戦略に応じた選

択を合理的に行うことができる環境が整備さ

れていることが重要と考えます。 

 

・ 総務省においては、同答申も踏まえ、従前

の「自己設置」又は「接続」による形態のみ

ではなく、「卸役務」による形態の動向につい

ても適切に把握・分析するとともに、公正競

争の促進、設備投資インセンティブへの配慮

等の観点から、接続料と卸料金の水準や、FTTH

市場における「自己設置」「接続」「卸役務」

の競争状況に関する検証を実施していくこと

としております。 

 

・ 利用者視点に重点を置いた分析・検証に関

する御意見については、総務省において電気

無 
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務」提供ベースの契約数も加味し、最終利用者向けサービス全体の事業者別契約数シェアを

取り扱うことが、市場の実態をより的確に反映したものになると考えます。 

そのような分析・評価を通じて、「光コラボレーションモデル」により実現する多様な事

業者の創意工夫によるイノベーション等の取組みのモチベーションを高め、多種多彩なサー

ビスの創出を後押ししていただきたいと考えます。 

【東日本電信電話株式会社】 

通信事業分野における競争状況の評価を行う

際に、電気通信事業報告規則に基づく報告内

容等に加えて利用者アンケート調査の結果等

も踏まえた分析・評価を行っており、引き続

き、利用者視点の分析・検証を行ってまいり

ます。 

 

・ また、「卸役務」提供ベースの契約数シェア

に関する御意見については、改正後の電気通

信事業報告規則に基づき分析・検証が可能と

なるため、適切に対応してまいります。 

【意見４】 

電気通信事業報告規則の一部改正案について賛同する。FTTH市場の検証につい

ては、本改正案による報告事項に基づき、適切に行っていただくとともに、透明

性のある形で有効に活用いただきたい。 

【考え方４】  

今般の電気通信事業報告規則の一部改正案については、情報通信審議会答申「2020 年代

に向けた情報通信政策の在り方-世界最高レベルの情報通信基盤の更なる普及・発展に向け

て-」（平成 26年 12月 18日）及び情報通信審議会答申「加入光ファイバに係る接続制度の

在り方について」（平成 27 年 9月 14 日）を踏まえたものであり、電気通信事業分野の市場

動向の適切な分析・検証に資するものとして賛同します。 

「自己設置」「接続」「卸役務」の適切なバランスの確保や公正な競争の促進等の観点から、

本改正により報告される各種データを用いて、ＦＴＴＨ市場における競争の状況に関する検

証を適切に行っていただきたいと考えます。 

特に、ボトルネック設備保有に起因するＮＴＴ東・西の市場支配力が、接続や卸取引を通

じて市場に影響を及ぼしていないか、NTTグループ（ＮＴＴドコモ・ＮＴＴコミュニケーシ

ョンズ・ＮＴＴぷらら等）のシェアが増大していないか等について、定期的な公表や競争評

価の後継スキームで検証する等、透明性のある形で有効に活用していただきたいと考えま

す。 

【ＫＤＤＩ株式会社】 

・ 本改正案に賛同の御意見として承ります。 

 

・ また、FTTH市場の検証に関する考え方につ

いては、「考え方３」のとおりです。 

 

・ 総務省においては、平成28年５月に施行を

予定している電気通信事業法等の一部を改正

する法律（平成27年法律第26号）により、卸

電気通信役務に係る事後届出制を導入すると

ともに、その内容を整理・公表する制度を整

備しました。また、透明性を確保する観点か

ら届出に関する情報を審議会に報告すること

としております。なお、NTT東西における光回

線の卸売サービスの提供状況及び当該サービ

スに係る市場動向について、平成27年12月17

日に、情報通信審議会に報告するとともに報

告内容を公表したところです。今後とも透明

性を確保した上で、適切に分析・検証を行っ

てまいります。 

無 

（賛同意見のため） 
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３ その他 

【意見５】 

携帯電話料金が高い。２年縛りも問題がある。 

【考え方５】  

私は今の携帯電話料金とても高いと思います。スマートフォンになってからとても高くな

ったと思います。携帯電話事業者もスマートフォンに乗り換えてほしいなら料金をもっと安

くするべきだと思います。こんなに高くてはフィーチャーフォンを保有している高齢者の

方々はスマートフォンに乗り換える気になれないと思います。携帯電話事業者はもっと値下

の努力をするべきです。キャッシュバックなど行きすぎた値下げ競争これは今すぐにやめる

べきです。スマートフォンの月額利用料本当に高すぎます。総務省は携帯電話事業者に甘い

と思います。しっかりやってくださいよ。今や官庁も民間も関係ありません。いくら今やイ

ンターネットなどとのセット割り引きがあると言ってもまだまだ高いです。2年縛りもこれ

大問題です。2年間契約してやっているのに 2年経った次の 1か月に解約しないとその翌月

からはずっと解除料とられるこれおかしいですね。2年の約束で契約したんだからそれから

はずっといつ解除しても解除料とらないのが普通ですよ。携帯電話事業者は何を考えている

のでしょうか？もっと利用している者のことを考えてほしいですね。総務省も前からこの議

論何回かやってもなかなか改善しない今度こそは改善するように努力してください。日本の

大手携帯電話事業者は高いスマートフォンばかり出します。なぜ安いスマートフォン出して

くれないのでしょうか？これもおかしいですね。格安 SIM事業者が出しているスマートフォ

ン安いの大手も出してください。この端末の分割代金も払うの大変です。安いスマートフォ

ンあるなら私はそっちを選びます。日本の大手携帯電話事業者は本当に高いです。 

【個人Ａ】 

・ 本改正案に対する直接の御意見ではないた

め、参考とさせていただきます。 

 

無 

【意見６】 

アプリケーションのダウンロードの際に、他のアイコンを含めてダウンロード

がされないよう規制すべき。 

また、日本のＳＩＭフリー端末について、他国同様のＳＩＭフリー端末を販売

すべき。 

【考え方６】  

現在、ドコモにて iPhoneを使用してますが、ドコモのメールアプリをダウンロードする

と一緒に、dヒッツや dゲームといったアイコンが１０数個ダウンロードされる 

これらは、いわゆるアプリではなくブックマークアイコンのようなものだがハッキリ言っ

てこれらのアイコンは DLされる必要がない。 

ウザいので、一緒に DLされ無いように規制するべき。 

【個人Ｂ】 

・ 本改正案に対する直接の御意見ではないた

め、参考とさせていただきます。 

無 
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・ SIMフリー機について 

アップル窓口を中心に、SIM フリー機が発売されてるが日本で買える SIMフリー機は、マ

ナーモードにしてても撮影時に「カシャ」っと音がなる 

海外では、SIMフリー、キャリアロック機問わず原則マナーモードでは音が消える。 

日本での SIMフリーは SIMフリーと言えず、いわば日本ロック（カントリーロック）であ

る。 

SIMフリーなら、他国と同じように完全な SIMフリーを発売するべき。 

【個人Ｂ】 

 

 


